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タイラギ稚貝の潜砂・潜泥試験

は じ め に

　タイラギAtrina spp.は，殻前端部（いわゆる，尖った
方）を下にし，個体の大部分を底質中に埋めて生息して
いる。一旦海底に着底した後は生息場所を変える様子が
みられないため，タイラギ潜水器漁業者の間では，何ら
かの原因により底質から完全に抜け出たタイラギには再
び潜砂・潜泥（以下，潜行と略す）する能力はないもの
と考えられている。このようなこともあり，これまでに
佐賀県で実施してきたタイラギの移植試験１,2や他県で
のタイラギ養殖試験3においては，手作業によって1個
ずつ底質に植え込む方法が採られてきたが，この方法は
作業性が低く，大量移植を行うには困難である。
　現在，佐賀県では，壊滅的となっているタイラギ資源
の回復策の一つとして，産卵母貝集団の創出を目指した
大規模かつ大量の稚貝移植を実施しているが，先に述べ
たような作業性上の制限からも，稚貝については，手作
業による植え込み以外の移植方法について検討すること
が喫緊の課題となっている。
　タイラギ稚貝が自発的に潜行する能力を有することが
明らかとなれば，海底へ直接大量に「ばらまく」ことに
よる移植も可能となり，移植効率の飛躍的な向上が期待
できる。そこで今回，タイラギ稚貝の潜行能力について
サイズ別に室内試験を行い，若干の知見が得られたので
報告する。

材料および方法

　試験には，2010年10月に有明海湾奥東部で採捕し，約
1ヶ月間室内において自然水温で馴致飼育したタイラギ
稚貝を用いた。サイズは，殻長60㎜クラス（57.1～64.5㎜）と
80㎜クラス（75.2～85.5㎜）の2種類とした。潜行用の基
質には，海砂（Mdφ≒0.5）と干潟の泥（Mdφ≒7）の
2種類を用い，これらを発砲スチロール製容器（37㎝×

28㎝×深さ22㎝）に，厚さ10㎝になるように入れた。そ
こに，塩分約27の海水を水深10㎝程度になるように満た
した後，タイラギ稚貝を静かに収容した。試験では，静
置区のほか，海水の流動が潜行に与える影響をみるため，
図１に示した装置により海水を流動させる試験区を設け
た（表1）。1試験区あたりのタイラギ供試数は4個体ず
つとした。
　試験は2回行い，1回目は低水温の自然条件（W.T. 
10.6～14.0℃）下で，2回目はより水温を高く設定し，恒
温室内（同17.3～17.6℃）で，稚貝収容から24時間後ま
での状況を3～12時間毎に目視により確認した。
なお，今回の試験では，殻全体の3割以上が基質に埋も
れたものを潜行個体と判定した。

結　　　果

　低水温下では図２に示したとおり，潜行が確認された
のは80㎜クラスのタイラギのみであり，潜行に要した時
間は海砂区で，さらには海水が流動している条件下で短
かった。一方，より水温を高くした2回目の試験では60
㎜クラスのタイラギも潜行し，静置条件下では80㎜クラ
スよりも速やかに潜行した（図3）。潜行に要した時間
は，サイズによらず低水温下での試験時よりも全体的に
短かった。

振盪培養器

発砲スチロール容器（タイラギ稚貝を収容）

（往復運動）

プラスチック製の板

潜行基質

飼育水の流動

稚貝のサイズ (mm) 60 80 60 80 60 80 60 80

（供試数；1区あたり４個体）

海砂 潟泥

無 有 無 有

図1　海水流動装置

表1　試験区の設定
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考　　　察

　今回の試験結果から，殻長80㎜程度までのタイラギ
は，個体全体が底質から抜け出した状況となっても再び
潜行する能力を有することが明らかとなった。さらには，
速やかに潜行するには底質の砂分と水温が高いことが重
要であり，より大サイズの稚貝では海水の流動抵抗を受
けることが，個体が立ち上がりやすくなり速やかな潜行
につながる可能性が示唆された。
　冒頭にも述べたが，現在，佐賀県では，極めて厳しい
状況にあるタイラギ資源の回復方策の一つとして，産卵
母貝集団創出のための天然稚貝の大量移植に取り組んで
いる。さらに，国立研究開発法人水産総合研究センター
において，タイラギ人工種苗の大量生産技術が開発され
た4こともあり，漁場への稚貝の大量移植技術を開発す
ることが強く求められている現状である。このような中，

サイズにもよるが，稚貝を大量，大規模に移植する際の
効率的な方法として，今回の試験結果を活用しての，海
底への直接の「ばらまき移植」も今後の選択肢の一つと
なり得るであろう。
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図2　1回目（低水温条件）試験結果 図3　2回目（高水温条件）試験結果


